
理－５－１ 

第５学年 理科学習指導案 
 

１ 単元名  「電磁石の性質」 

 

２ 指導観 

○ 本単元は，電磁石の導線に電流を流し，電磁石の強さの変化を調べ，電流の働きについての考え

をもつようにすることが主なねらいである。 

具体的には，電磁石を作ってその働きを調べる活動を通して，電流と磁力との関係に気付き，電

磁石の強さは電流の強さやコイルの巻き数によって変わること，電流の向きが変わると磁石の向き

も変わることをとらえることである。 

また，これらの活動を通して，電磁石の強さについて，導線の巻き数を一定にして電流の強さを

変えるなど，変える条件と変えない条件を制御し計画的に実験を行う条件制御の能力を育成する上

からも意義がある。 

○ 本学年の子どもたちは，第３学年「じしゃくのふしぎをしらべよう」の学習で，磁石は鉄を引き

つけること，S極とN極があること，同極は退け合い，異極は引き合うことを学習してきている。ま

た，第４学年「電池のはたらき」で，電流には向きがあること，電流の強さを変えると豆電球の明

るさやモーターの回り方が変わることを学習してきている。しかし，事前の実態調査から，電磁石

についてはほとんど知らないことが明らかになった。 

また，実験の予想や考察を話し合う場面では，活発に意見が出るが，既習内容や生活経験をもと

に予想や仮説を立てたりするまでには至っていない。 

○ 本単元の指導にあたっては，第１次「電磁石の性質」では，「電磁石」の仕組みについて理解さ

せたい。しかし，身の回りに電磁石を使った物はあふれているものの目にした経験は少なく，電磁

石について知らない子どもが多い。したがって，導線に電流を流すと磁力が発生するとは気付いて

はおらず，子ども自身で考えつくことも難しいと考えられる。このことから，「導線に電流を流す

と磁力が発生する。」を「きまり」として教える知識適用型の学習を行う。まず，磁石の性質や電

流には向きがあること，電流の強さを変えると豆電球の明るさやモーターの回り方が変わることな

どの既習内容を振り返らせる。その後，電磁石を紹介し，「導線に電流を流すと磁力が発生する。」

という「きまり」を伝え，「電磁石と磁石の違うところを調べよう。」というめあてをつかまる。

予想をさせる際に，電流には向きがあり，向きをかえるとモーターの回る向きが変わったことから，

電磁石の極も電流の向きを変えると変わるのではないかという予想を引き出していきたい。また，

電流の強さを変えると豆電球の明るさやモーターの回る速さが変わったことから，電磁石の強さも

電流の強さを変えることで変わるのではないかという予想を引き出していきたい。実験を行う際に

は，調べたいことによって，変える条件と変えない条件を整理する必要があることに気付かせ，実

験を整理して行い，電磁石にも極があり，電流の向きによって極が変わること，電流を強くすると

電磁石の強さが変わることを理解させたい。 

次に，電磁石の仕組みを思い出させることで，コイルや導線，鉄心に目を向けさせ，予想ができ

るようにしたい。実験を行う際には，調べたいことによって，変える条件と変えない条件を整理す

る必要があることに気付かせ，実験を整理して行い，電流の大きさが同じでもコイルの巻き数が多

くなるほど強くなることを理解させたい。 

第２次「ものづくり」では，今まで学習してきた電磁石の性質について整理しながら，その性質

を活用したものづくりをさせる。学習の中で見つけたきまりを確かめたり調べ直したりしながら，

ものづくりをしていくとともに，電磁石を利用した機械が生活のいろいろな場面で使われているこ

とにも気付かせていきたい。 

 

 



理－５－２ 

第
五
学
年
の
評
価
の
観
点 

 

単
元
の
評
価
規
準 

３ 単元の目標 

○ 自然事象への関心・意欲・態度 

・電磁石の導線に電流を流したときに起こる現象に興味・関心をもち，自ら電流の働きを調べよう

としている。 

・電磁石の性質や働きを使ってものづくりをしたり，その性質や働きを利用した物の工夫を見直し

たりしようとしている。 

○ 科学的な思考・表現 

・電磁石に電流を流したときの電流の働きの変化とその要因について予想や仮説をもち，条

件に着目して実験を計画し，表現している。 

・電磁石の強さと電流の強さや導線の巻き数，電磁石の極の変化と電流の向きを関係付けて

考察し，自分の考えを表現している。 

○ 観察・実験の技能 

・器具類を正しく安全に使うことができる。 

・電流の性質や働きを利用したものを作ることができる。 

○ 自然事象についての知識・理解 

・コイルに電流を流すと鉄心を磁化する働きがあり，電流の向きが変わると，電磁石の極が変わる

ことを理解することができる。 

・電磁石の強さは，電流の強さや導線の巻き数によって変わることを理解することができる。 

 

４ 単元の評価規準及び具体の評価規準 

（国立教育政策研究所「内容のまとまりごとの評価規準に盛り込むべき事項及び評価規準の設定例」Ｈ22参照） 

 ア自然事象への 

関心・意欲・態度 

イ科学的な 

思考・表現 

ウ観察・実験の 

技能 

エ自然事象についての 

知識・理解 

 

 

 

 

 

 

 

自然の事物・現象を意

欲的に追究し，生命を

尊重するとともに，見

いだしたきまりを生

活に当てはめてみよ

うとする。 

自然の事物・現象の変

化とその要因との関係

に問題を見いだし，条

件に着目して計画的に

追究し，量的変化や時

間的変化について考察

し表現して，問題を解

決している。 

問題解決に適した方

法を工夫し，装置を組

み立てたり使ったり

して観察，実験やもの

づくりを行い，その過

程や結果を的確に記

録している。 

物の溶け方，振り子の運

動の規則性，電流の働き

や，生命の連続性，流水

の働き，気象現象の規則

性などについて実感を

伴って理解している。 

 ・電磁石の導線に電流

を流したときに起

こる現象に興味・関

心をもち，自ら電流

の働きを調べよう

としている。 

・電磁石の性質や働き

を使ってものづく

りをしたり，その性

質や働きを利用し

た物の工夫を見直

したりしようとし

ている。 

・電磁石に電流を流

したときの電流の

働きの変化とその

要因について予想

や仮説をもち，条件

に着目して実験を

計画し，表現してい

る。 

・電磁石の強さと電

流の強さや導線の

巻き数，電磁石の

極の変化と電流の

向きを関係付けて

・器具類を正しく安全

に使うことができ

る。 
・電流の性質や働きを

利用したものを作

ることができる。 

 

・コイルに電流を流すと

鉄心を磁化する働き

があり，電流の向きが

変わると，電磁石の極

が変わることを理解

することができる。 

・電磁石の強さは，電流

の強さや導線の巻き

数によって変わるこ

とを理解することが

できる。 



理－５－３ 

具
体
の
評
価
規
準 

考察し，自分の考

え を 表 現 し て い

る。 

 ① 電磁石に興味を

もち，その特徴を進

んで調べようとし

ている。 

② 電磁石を強くす

る方法や電磁石の

極に興味をもち，進

んで調べようとし

ている。 

③ 学習した内容を

使って，ものづくり

をしようとしてい

る。 

① 電磁石と磁石の違

いについて，既習内

容や「きまり」をも

とに予想することが

できる。 
② 調べたいことによ

って，変える条件と

変えない条件を制御

して実験を計画する

ことができる。 

 

① 電流計を正しく

使うことができる。 

② 電磁石を使って

ものづくりをする

ことができる。 

① 電流の向きによっ

て電磁石の極が変わ

ること，また，流れる

電流が大きいほど，電

磁石が強くなること

を理解することがで

きる。 

② コイルの巻き数が

多いほど，電磁石が強

くなることを理解す

ることができる。 

 
５ 単元の指導計画及び評価計画（全 12時間） 

次 配時 主な学習活動と内容 指導上の留意点 評価規準 

 

第 

一 

次 

 

電 

磁 

石 

の 

性 

質 

⑧ 

 

 

４ 

知

識

適

用

型 

 

一

組

本

時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 電磁石について知る。 

(1) １本の導線に電流を流したときの様 

子を観察し，「きまり」を知る。 

 

 

 

 

(2) 強力電磁石で物を持ち上げる様子を 

見て，電磁石の仕組みを知る。 

 

 

２ 本時のめあてをつかむ。 

 

 

 

３ 前学年までの学習を振り返る。 

○ 磁石の性質 

○ 電流の向きを変えると，豆電球のつ

き方は変わらないこと 

○ 電流の向きを変えると，モーターは

逆向きに回ること 

 

４ 電磁石と永久磁石の違いについて予想

し，話し合う。 

 

○ 「電気」「磁石」の

言葉に着目させる。 
 
 
 
 
 
○ 電磁石の大型模型

を使って，仕組みが

わかりやすいように

提示する。 
 
 
 
 
○ 磁石の性質や電気

の働きの既習内容を

まとめた掲示物を準

備しておく。 
 
 

 

○ 磁石の性質や電流

の性質に，着目させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電磁石と永久磁石

の違いについて，

既習内容やきまり

をもとに予想する

ことができる。 

【イ－①】 

 

 

 

 

 めあて 
電磁石と磁石の違うところを調べよう。 

「きまり」 
 導線に電流を流すと磁力が発生する。 



理－５－４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

知

識

獲

得

型 

５ 実験方法について，話し合う。 
 ○ 変える条件と変えない条件を整理し

て，実験方法を考えること 
 

 

 

６ 自分の電磁石を作る。 

 

 

 

７ 電磁石の性質について調べる。 

 

 

 

 

８ 結果を話し合い，電磁石と磁石の違い

について，まとめる。 

○ 電磁石にも極があり，電流の向きに

よって極が変わる。 

○ 電流を強くすると，電磁石の強さが

変わる。 

 

 

 

 

 

 

１ 前時の学習を想起し，本時のめあてを

つかむ。 

 

 

 

 

２ 自分の考えをもとに，電磁石を強くす

る実験を計画する。 

○ 導線 

○ コイル 

○ 鉄心 

 

 

３ 実験を行い，電磁石の性質についてま

とめる。 

○ 電流の大きさが同じでも，コイルの

巻き数が多くなるほど強くなる。 

 

 

○ 「電磁石」「電流」

との言葉に目をつけ

させ，既習の内容と

つなげて考えさせる

ようにする。 

 

 

 

 

○ 調べたいことによ

って，変える条件と

変えない条件を整理

する必要性に気付か

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

○ 電磁石を構成して

いるものから，何を

変えるとよいか考え

させる。 

○ 条件を制御するこ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電流計を正しく使

うことができる。 

【ウ－①】 

 

 

電流の向きによっ

て電磁石の極が変

わること，また，

流れる電流が大き

いほど，電磁石が

強くなることを理

解することができ

る。 【エ－①】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調べたいことによ

って，変える条件

と変えない条件を

制御して実験を計

画することができ

る。 【イ－③】 

 

電流の大きさが同

じでも，コイルの

巻き数が多くなる

ほど強くなる 

【エ－②】 

まとめ 
電磁石にも極があり，電流の向きによって極が変わる。 

電流を強くすると，電磁石の強さが変わる。 

めあて 
電流の大きさが同じでも，電磁石の力を強くするためには

どうしたらいいか調べよう。 



理－５－５ 

 

 

 

 

 

とを確認させる。 

 
○ 実験データをもと

に，考察させ，結論

を述べさせる。 
 

 

 

 

 

第 

二 

次 

も 

の 

づ 

く 

り 

④ 

４ 

知

識

獲

得

型 

１ 身の回りにある電磁石を使った様々な

機械を知る。 

 ・モーター 

 ・大型クレーン 

 ・せんぷう機 

 

２ 電磁石の性質を使ってものづくりをす

る。 

 

 

 

 

 

３ つくったものを発表し合う。 

 

 

 

 

 

○ 子どもが考えやす

いように，電磁石を

使った物を紹介す

る。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
学習した内容を使

って，ものづくり

をしようとしてい

る。 【ア－①】 

 

 

 

電磁石を利用した

道具やおもちゃを

工夫してつくるこ

とができる。 

【ウ－②】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 
電流の大きさが同じでも，コイルの巻き数が多くなるほど強

くなる。 

めあて 
電磁石を使って，動くものをつくろう。 

 



理－５－６ 

第５学年１組 理科学習指導案 
 

６ 本時  １／12  【知識適用型学習】   
 

７ 本時の目標 

○ 電磁石に電流を流したときに起こる現象に興味・関心をもち，電磁石と磁石の違いについて進

んで調べようとすることができる。                  （関心・意欲・態度） 

○ 電磁石と磁石の違いについて既習内容や「きまり」をもとにして予想し，表現することができ

る。                                   （思考・表現） 
 

８ 本時の仮説 

   

９ 本時指導の考え方 

 本学級の子どもたちは，第３学年「じしゃくのふしぎをしらべよう」の学習で，磁石は鉄を引きつ

けること，S極とN極があること，同極は退け合い，異極は引き合うことを学習してきている。また，

第４学年「電池のはたらき」で，電流には向きがあること，電流の強さを変えると豆電球の明るさや

モーターの回り方が変わることを学習してきている。しかし，事前の実態調査から電磁石については，

ほとんど知らないことが明らかになった。 

本時は，「電磁石」について興味・関心をもたせるとともに，電磁石の仕組みを理解させ，磁石と

の違いを予想させることをねらいとしている。 

本時の指導にあたっては，まず，一本の導線に電流を流して方位磁針がふれる事象を見せて，「導

線に電流を流すと磁力が発生する。」という「きまり」を知らせる。その後，強力な電磁石を使って

重い物を持ち上げる様子を見せ，電磁石を紹介する。重い物を持ち上げる様子を見せることで，電磁

石に対する興味・関心をもたせるようにしたい。 

次に，「電磁石と磁石の違うところを調べよう。」というめあてをつかませ，電磁石と磁石の違い

について予想させる。その際，「電磁石」と「磁石」の言葉に目を着けさせ，既習内容を振り返らせ

ることで，電流に関係する違いがあるのではないかという考えをもたせたい。電流には向きがあり，

向きを変えるとモーターの回る向きが変わったことから，電磁石の極も電流の向きを変えると変わる

のではないかという予想を引き出していきたい。また，電流の強さを変えると豆電球の明るさやモー

ターの回る速さが変わったことから，電磁石の強さも電流の強さを変えることで変わるのではないか

という予想を引き出していきたい。最後に，予想を確かめる実験方法を話し合う。その際，調べたい

ことによって，変える条件と変えない条件を整理する必要があることに気付かせることで実験を整理

し，次時の学習につないでいきたい。 

 

10 準備 

教師・・・電池，電池ボックス，導線，コイル，スイッチ，方位磁針，クリップ，教材提示装置 

４ｍｍ鉄球，磁石の性質・電気の働きの掲示物，強力電磁石，説明用大型模型 

 

 

 

 

 「導線に電流を流すと磁力が発生する。」という「きまり」を知らせれば，既習内容やきまり

を手がかりにしながら電磁石と磁石の違いについて予想し，実験方法を考えることができるであ

ろう。 



理－５－７ 

11 本時の展開（１／12） 

配時 主な学習活動と内容 指導上の留意点 
10 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
 

 
16 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
10 

 
 
 
２ 

 

１ 電磁石について知る。 

(1) １本の導線に電流を流したときの様子 

を観察し，「きまり」を知る。 

 

 

 

(2) 強力電磁石で物を持ち上げる様子を見 

て，電磁石の仕組みを知る。 

 

 

２ 本時のめあてをつかむ。 
 

 

 

 

３ 前学年までの学習を振り返る。 

○ 磁石の性質 

○ 電流の向きを変えると，豆電球のつき方

は変わらないこと 

○ 電流の向きを変えると，モーターは逆向

きに回ること 

    
 

４ 電磁石と磁石の違いについて予想し，話し

合う。 

・電磁石にはS極とN極はないんじゃないか

な。 
・電流には向きがあったから，電流の向きを

変えると，極の向きが逆になるんじゃない

かな。 
・電流を強くすると，豆電球が明るく光った

から，電磁石も電流を強くするとたくさん

鉄を引きつけるんじゃないかな。 
 
５ 実験方法について，話し合う。 
 ○ 変える条件と変えない条件を整理して，

実験方法を考えること 
 

６ 次時の学習について知る。 

 ○ 予想をもとに実験を行い，確かめてい 

くこと 

 
○ 「電気」「磁石」の言葉に着目させる。 
 
 
 
 
○ 電磁石の大型模型を使って，仕組みがわか

りやすいように提示する。 
○ 磁石の性質や電気の働きの既習内容をま

とめた掲示物を準備しておく。 
 
 
 
 
 

○ 磁石の性質や電流の性質に，着目させる。 

○ 「電磁石」「電流」との言葉に目をつけさ

せ，既習の内容とつないで考えさせるように

する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 調べたいことによって，変える条件と変え

ない条件を整理する必要性に気付かせる。 
 
 
 

 

 めあて 
電磁石と磁石の違うところを調べよう。 

評価規準【イ－①】 

 電磁石と磁石の違いについて，既習内容

やきまりをもとに予想することができる。 

 

きまり 
   導線に電流を流すと磁力が発生する。 


